
第7号 様式(第9条 関係)

(その1)

*1～4は 提出日現在の内容を記入

ふ り が な

1政 治 団 体 の 名 称

2主 たる事務所の所征地

3代 表 者 の 氏 名

4会 計 責 任 者 の 氏 名

収 支 報 告
(平成 年

書

月
(平成27年 分)
日開催パーテ ィー分)

おおさわまさあきかくしゅだんたいこうえんかい

大沢正明各種団体後援会

前橋市千代 田町5-7-14

奥 木 功 男 (受付印)

志 村 公 男
群選

{2a3116}
＼第 号ノ

w

※太枠内に必要富項を記入すること。

※該当箇所に 団 を入れること。

収支報告書作成担当者の氏名

牛 込 年 秋

"

゜27輌225嚇 ゜ ° ρ8

(選管使用欄)

資金 管 理 団体 の指 定 の 有無(12/3収 は解散日瑳在)

口 有 図 無

国会 議員 関係 政治 団 体 の 区分 く12/3収は解散日現在)

*国 会繊員関係政治団体以外の団体は空繍

圖
政治資金規正法第19条の7第1項第1号に係る

国会議員関係政治団体

政治資金規正法第19条の7第1項第2号に係る

国会

公職の候補者
の氏名

公職の種類
(選挙区等)

翁狽 関係政治団体

(現 ・候)

資金管理団体の指定の期間

零年の途中で指定又は取消をした場合のみ記入

平成 年 月 日

平成 年 月 日

から

まで



(そ の2)

1収 支 の総括表
収 支 の 状 況

収 入 総 額A=B+C 66,957

(前 年 か ら の 繰 越 額)*前 年の収支報告書から転記B 66,945

(本 年 の 収 入 額)C 12

支 出 総 額D 0

翌 年 へ の 繰 越 額E=A-D 66,957

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人 の負担 す る党費又 は会費*会 社や法人会員からの会費は[寄附]に計上

金 額

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 人

(2)寄 附*本 部 ・支部間の交付金は含まれない→(そ の5)に 計上
政党(支部を舎む}

濠び政治資金団休
以外は法人その他
の団体からの寄耐

を受けられない
ア 寄 附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 (その7)に 内訳を記載

(う ち 特 定 寄 附)

(イ)法人その他の団体からの寄附 (その7)に 内訳を記載 〈

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 (その7)に 内訳を記載

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 0
(寄附の うち寄附のあっせんによるもの〉 (その8)に 内訳を記載

イ 政 党 匿 名 寄 附 (その9)に 内訳を記載

合 計(ア+イ) 0



(その6)

(6)そ の他の収入

摘 要 金 額 備 考

こ の 頁 の 小 計 0
1件10万 円未満 の もの 12

1件 あたりの金額が⊥ Ω五 巴以よの場合は個別に記載 し、
10万 円未満の場合は一括 して合計額を 「1件10万 円未
ドのもの」に記載すること。

合 計 12



(その17)

1資 産等の総括表

資 産 等 の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 回

イ 塵 麹 口 凹

ウ 建麹璽駈査を且的蓋L亙 地上撞又鮭土些璽賃僅撞 口 凹

工 亟 径 璽 価 額 距 迦 互 巴 亙 超.え 至 動 産 口 凹

遁 金(萱 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を1途 《ら≧オ
ヱ 建 壁 金(豊 通 貯 金 を 険 《 恥)

口 凹

力 金 銭 但 託 口 日

キ 査 麺 証 拳 口 凹

ク 出 資 些 よ る一 権 利, 口 凹

ケ 貸位先ご一と辺残直盟迦 互 巴」を超えゑ貸位金 口 日

コ 支,払 ね 並 亙 金 額 杢 ⊥ΩΩ互 巴 盈 超 え ゑ 敷 金 口 凹

取得の価額が100万 円を超 える施設の利用に関す る権 口 日サ 利
.

シ 造ム先ごとの残直杢⊥ΩΩ互 旦亙超え、至僅ム金 口 日



(そ の20) 古
旦 誓 書

添付書類(別 添のとおり〉

*添 付したものに 団 を入れること。

口1領 収書等の写し

口2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

口3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

平成28年3月/6日

政治団体の名称

会計責任者の氏名

*代 表 者 に つ いて は解 散年 分 のみ 必 要(通 常 は不要)

代表 者 の 氏名

*解 敷の場合、 「解散眉」及び 「資金管理団体指定取消眉」(資 金管理団体のみ)も 同時に提出すること。


